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１．事業概要
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三鷹市

路線概要

１．事業概要

未整備（一部概成）
甲州街道～上ノ原五差路

（約８３０ｍ）

整備済（鉄道交差部を除く）
金子地域福祉センター～甲州街道

（約１，０９０ｍ）

事業予定区間
松原通り～金子地域福祉センター

（約２４０ｍ）

未整備
鉄道交差部

［都市計画決定］

昭和３７年１２月２２日

［名称］

調布都市計画道路３・４・９号

入間蛇久保線

［起点］調布市東つつじケ丘三丁目

［終点］調布市柴崎二丁目

［延長］約2,160ｍ

［計画幅員］16ｍ

本路線は，東つつじケ丘三丁目から
柴崎二丁目に至る延長約２，１６０ｍ
の都市計画道路です。
今回，街路事業を予定している延長

約２４０ｍの区間を整備することで，
円滑な道路ネットワークの構築，関連
する都市基盤整備事業との連携，災害
に強い都市基盤の整備を図ります。

位置図
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起点

終点

調布３・４・９号線
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事業予定区間

１．事業概要

凡例

：事業予定区間

金子地域福祉センター
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整備イメージ

１．事業概要

整備前

約６ｍ
歩行者，自転車・自動車の３者が安全で快適に

利用できる道路を整備してまいります。

※上図は，整備イメージです。車道，歩道及び自転車通行空
間等の詳細な断面形態については，今後交通管理者等と協議
したうえで決定する予定です。
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整備イメージ



調布３・４・９号線の位置付け

１．事業概要

「調布市道路網計画」において，調布３・４・９号線は平成２８年度から
令和７年度までの１０年間で整備または着手する「優先整備路線」に位置
付けています。
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２．事業の効果
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①円滑な道路ネットワークの構築

２．事業の効果

事業の効果

③災害に強い都市基盤の整備

②関連する都市基盤整備事業との連携
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①円滑な道路ネットワークの構築

調布３・４・９号線は，松原通りから品川通り，甲州街道へ接続する広域道
路ネットワークを形成する路線です。当路線を整備することで，生活道路への
通過交通の抑制や交通事故の削減等が期待されます。

２．事業の効果
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事業予定区間



②関連する都市基盤整備事業との連携
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２．事業の効果

現在進行する周辺の都市計画道路事業と連携を図ることで，道路の整備効果を
一体的に発現し，渋滞箇所の解消や道路整備による効果の大幅な向上を図ります。

外環

測量実施中
令和3年3月～

事業予定区間

事業中



調布基地跡地運動広場及び
大沢総合グラウンド一部

都立神代植物公園
及び自由広場

多摩川河川敷（第1区）周辺

多摩川河川敷（第2区）周辺
多摩川河川敷（第3区）周辺

大町スポーツ施設
・調和小学校周辺

神代中学校・上ノ原小学校周辺

緑ヶ丘小学校周辺

第四中学校・若葉小学校周辺

ＮＴＴ中央
研修センタグラウンド

大型拠点倉庫（予定）

大型拠点倉庫（予定）

東八道路IC(仮称)

調布IC

抽出結果 ○東京都が指定する緊急輸送道路（   ） 

○調布市及び東京都等が指定する緊急道路障害物除去路線（   ） 

○輸送拠点と広域避難場所を結ぶ路線（   ） 

 

③災害に強い都市基盤の整備（その１）
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地域の防災上重要な機能を果たす路線を整備

することで，災害に強いまちを形成し，円滑

な救援活動や緊急物資の輸送が可能となり，

防災性が向上します。

調布基地跡地運動広場及び
大沢総合グラウンド一部

都立神代植物公園
及び自由広場

多摩川河川敷（第1区）周辺

多摩川河川敷（第2区）周辺
多摩川河川敷（第3区）周辺

大町スポーツ施設
・調和小学校周辺

神代中学校・上ノ原小学校周辺

緑ヶ丘小学校周辺

第四中学校・若葉小学校周辺

ＮＴＴ中央
研修センタグラウンド

大型拠点倉庫（予定）

大型拠点倉庫（予定）

東八道路IC(仮称)

調布IC

今回事業箇所

２．事業の効果



③災害に強い都市基盤の整備（その２）
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電線類を地中化することによ

り，震災時の電柱倒壊による

道路閉塞リスクを小さくでき，

地域の防災性の向上が期待さ

れます。

２．事業の効果

出典：東京のまちづくり ＜特集＞ 東京都建設局 道路幅員（ｍ）
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３．今後の事業の進め方
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道路ができるまでの流れ①
３．今後の事業の進め方
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今回



道路ができるまでの流れ②
３．今後の事業の進め方
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３．今後の事業の進め方
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令和４年度以降

おおむね７～１０年



４．測量作業について
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測量予定範囲
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以下の範囲で令和３年８月から現況測量を実施してまいります。

４．測量作業について

外環

金子地域
福祉センター

神代団地

野川

野川大橋

松原通り～金子地域福祉センター
（延長約２４０ｍ）
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作業内容

４．測量作業について

現況測量を実施することで

地形や，土地建物と道路の位置
関係を明らかにします。これに
より，道路計画の位置が明らか
になります。



道路

水

路

RBC.1

L1-2
L1-3

R1-1 R1-2

KBM.1

IP.1

SP.1

B15 B16

B30

ＩＰ点
（主要点）

B15-1

B15-2

B16-1

補助基準点

横断測量の
測量位置

縦断測量の
測量位置

4級基準点

4級基準点

仮Ｂ．Ｍ

主要点

現況測量における概念図
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４．測量作業について



上の図は，測量して作成した平面図の例です。これに，都市計画道路の

計画線を入れる作業となります。計画幅の線をオレンジ色の線で表してい

ます。また，中心線を赤色の線で表しています。計画幅のオレンジ色の線

に挟まれた部分に道路がつくられることになります。

現地には，中心線及び計画幅の線に沿って２０ｍ間隔，鋲やプラスチッ

ク杭等を建物以外の敷地に設置します。上の図では，丸印で表している点

で，オレンジ点が幅杭，赤点が中心杭です。

なお，この幅杭及び中心杭の設置にあたりましては，該当する土地所有

者等の皆様のご了解を得たうえで設置いたします。その際には，ご理解，

ご協力をおねがいいたします。
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現況測量における概念図（ご説明）

４．測量作業について
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現況測量における注意事項

・測量作業前に，事業予定範囲周辺の皆様へ改めてお知らせを配布いたします。

・測量作業にあたっては，事業予定範囲周辺の皆様の敷地内に立ち入りさせてい

ただくことがございます。皆様の敷地内に立ち入る際は，必ず，お声がけさせて

いただきます。

・測量作業は市が委託する測量会社が行います。

・作業員は身分証明書を常に携帯し，腕章をつけて作業いたします。

測量作業へのご理解，ご協力を
よろしくお願いいたします。

４．測量作業について



調布市都市整備部
街づくり事業課

説明は以上となります。
ありがとうございました。


